




研究目的  

1989年1月(昭和63年度)から先天性副腎過形成症(CAH)の新生児マススクリーニングが厚

生省母子衛生事業として,従来の先天性代謝異常等のマススクリーニングに追加して実施

されることになった。そこで,本症(21水酸化酵素欠損)の早期発見の確立に向けて,特にそ

の実施に伴う諸問題を中心に検討することとした。 


